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豪風引退　押尾川襲名披露
～これまでの功績を称え「市民栄誉章」を授与～

大銀杏を切り落とす尾車親方

押尾川親方にはさみを入れる津谷市長

息子の海知君とのツーショット豪風最後の取組は息子の海知君と

涙ぐみながら謝辞を述べる押尾川親方 引退を迎え両親に感謝
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出　来　事
尾車部屋に入門
幕下15枚目格付け出しで初土俵
十両昇進
新入幕
十両優勝
新小結
横綱・日馬富士戦で金星
新関脇
秋田県県民栄誉章を受章
幕内在位82場所で大卒力士最多
現役引退を表明
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主な経歴

　
北
秋
田
市
出
身
力
士
と
し
て
活
躍
し
た
押
尾
川
親
方

（
元
関
脇
豪
風
）
の
「
豪
風
引
退
・
押
尾
川
襲
名
披
露

大
相
撲
」
が
、
２
月
１
日
に
両
国
国
技
館
（
東
京
都
）

で
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
郷
土
力
士
の
最
後
の
勇
姿
を

見
届
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
両
国
国
技
館
が
ほ
ぼ
満
席
と
な
る
中
、

北
秋
田
市
か
ら
は
「
豪
風
引
退
・
押
尾
川
襲
名
披
露
大

相
撲
観
戦
ツ
ア
ー
」
の
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
引
退
相
撲
で
は
、
豪
風
最
後
の
取
組
と
し
て
、
長
男

の
海
知
（
か
い
ち
）
君
と
対
戦
。
豪
風
の
得
意
技
で
あ

る
一
本
背
負
い
で
海
知
君
に
転
が
さ
れ
「
う
れ
し
い
黒

星
」
で
土
俵
生
活
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
北
秋
田
市
市
民
栄
誉
章
授
与
式
が
土
俵
上

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
津
谷
市
長
は
「
長
年
に
渡
り
大
相

撲
界
の
第
一
線
で
奮
闘
す
る
姿
は
、
ふ
る
さ
と
の
市
民

に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
一
昨
年
度

か
ら
は
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任
し
、
市
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
も
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
我
が
北
秋
田
市
民
の
誇
り
と
し
て
、
益
々

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
市
民
と
と
も
に
願
う
」
な
ど
と
述

べ
、
第
一
号
と
な
る
市
民
栄
誉
章
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
行
わ
れ
た
断
髪
式
で
は
、
津
谷
市
長
を
は

じ
め
、横
綱
白
鵬
関
や
荒
磯
親
方（
元
横
綱
稀
勢
の
里
）、

佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、
親
交
の
あ
っ
た
関
係
者
ら
約

２
７
０
人
が
は
さ
み
を
入
れ
、
最
後
に
師
匠
の
尾
車
親

方
（
元
大
関
琴
風
）
が
大
銀
杏
を
切
り
落
と
し
ま
し
た
。

ま
げ
に
別
れ
を
告
げ
た
押
尾
川
親
方
は「
相
撲
に
感
謝
」

と
書
か
れ
た
紙
を
掲
げ
、
大
き
な
声
援
を
浴
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
押
尾
川
親
方
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
こ
こ
か
ら

見
え
た
光
景
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
歩

ん
で
い
く
。
怪
我
に
強
く
、
礼
儀
を
重
ん
じ
る
、
勝
負

強
い
力
士
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

押尾川親方へ市民栄誉章を授与


